








































































































































































































れなりょとし、「納那密私謬斯」の説明に「温素・光京・越列キカルハ－一マグネチ幾・瓦爾華尼・末佃押質等の如く権衡以て測る可からざる元素の作用を総称す、蓋 此の諸元素は殆んど無形に屈するを以て、其の 川口ら黙加力 舎密力と其の景況を異 す。川一…出一
u u J
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泰西の医学、化学の術亦伝来 たりければ、各十慌に於て各程の化学工業を営みたるもの砂からず。就中、硝子の製造は嘉永五年鹿児島棒先づ之を創め、次いで安政年間には福島藩及び山口藩も斯業を聞き、万延一疋年には佐賀藩も亦之に倣へり、当時「舎密閉宗」〔石物考〕と称する訳書ありて、其の中に硝子製造方法を記せり。是等の書籍が斯 企設 重要参考書なりき」とある。合密閉
ピイドロ
宗三篇巻九の破環第百六十二章と巻末に附録と て破環品類 ついて十丁にわたって詳しく種類、製法等が述べられ いる。
石鹸については石鹸の歴史（小林良正）及び花王石鹸五十年史












































































































































































































































































































斥論を主張し当時既に純粋日本語のみを以て仮名に 化学書を翻訳し上梓 たることあり又是れ卓見 士なり」
Lし賞讃し



























































































































































特殊な人とし 神官が読んでおりこれは幕末の思想の変革期 一面を示すものと考えられる。後 明治に って活動し 人達が読んでおり、長井長義等のように、後で外国へ留学をし、帰国後日本の科学、更に文化を発展させていくこ が出来た基礎にやは蘭学があったことが明らかにうか える。
以上『舎密閉宗』は幕末より維新にかけて 問研究、教育、産
業の各方面に影響を及ぼ
し、新しい
学問を普及させた意義は大き
なものがあったと考える。資料舎密閉宗七冊
人中日密開宗の影響（向井）
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